
自律向上型戦闘支援無人機の機能性能及び運用上の効果に関する研究試作
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自律性の高い無人機と有人戦闘機の連携を目指し、無人機の運用に関するシミュレーション等を行うことにより、将来の無人機に係る運用上の
効果及び成立性を検討するとともに、戦闘機に随伴する無人機に必須なチーミング（連携）に関する技術を確立するものである。

現状・課題
諸外国において研究開発及び装備化が積極的に進められている無人機分野については、将来ゲームチェンジャーとなる可能性があり、特にＡＩ
技術を適用した自律性の高い無人機と有人戦闘機の連携は、我が国の航空優勢を将来にわたり確保する上で主要な要素である。我が国におい
ては具体的な無人機の機能・性能や運用上の効果に関する検討・評価が十分になされていないため、そのような検討を深化させ、将来の無人機
に係る運用上の効果及び成立性等を検討するための技術を確立する必要がある。

インプット
（資源）

アクティビティ
（事業内容） 研究目標等（初期）

アウトプット
（技術の確立）

アウトカム（成果目標）
インパクト

（将来の戦いへの対応）
技術の適用計画・運用構想

（中長期）
研究試作

総合評価
防衛省は、２０３５年頃までに次期戦闘機と連携する無人機の実現を目指している。当該無人機の具体的な能力・性能について
は、技術的成立性、コスト、将来の脅威動向、運用構想等を踏まえて判断することとしており、その判断に資するものとなる本事業は、
極めて重要である。
また、次期戦闘機と連携する無人機の実現を目指すことを踏まえれば、無人機コンセプト導出技術及びチーミング技術を技術的課題
として取り組む本事業に着手することは妥当であると判断する。

年度 令和4年 5 6 7 8 9
実
施
内
容

本事業（研究試作）

所内試験

＜研究開発実施線表＞

無人機コンセプト
機能性能と運用上の効果
のトレードオフスタディを行
うことにより、無人機コンセ
プトを導出

有人機と無人機の
チーミング

戦闘機を模擬したコック
ピットから無人機を管制す
ることにより、有人機と無
人機のチーミングを実現

学習用計算部等

所内試験

その他

技術的課題の解明

無人機コンセプト導出技術

チーミング技術

技術の適用計画
後続する無人機に係る研
究に適用、運用者からの
データ収集により自律性に
関する能力の向上とフル
スケール無人機による飛
行実証を行う。これにより、
優れたコストパフォーマン
スを有し、有人戦闘機を支
援する無人機を実現する。

将来の運用構想
2035年までに次期戦闘機
とチーミング可能な無人機
を実現する。これにより、
有人戦闘機の生存性や数
的劣勢への対処能力を向
上させることができ、更に
無人機任務の組み合わせ
の柔軟性を活かした効率
的かつ効果的な組織戦闘
といった新たな戦い方を創
出することができる。民生品の活用により

効率化

【政策目標（大綱との関係）】
・技術基盤の強化
重要技術に対して選択と集中
による重点的な投資

【施策目標（中期との関係）】
・技術基盤の強化
重要技術に対して重点的な
投資を行うことで、戦略的に重
要な装備・技術分野において
技術的優越を確保

総事業費
（予定）

約９８億円※
(４か年計画)

※所内試験のための試
験研究費は別途計上

シミュレーション試験

効率的な研究
AI技術に関し、技術交流を
通じた情報交換により他国
の優れた知見の共有及び、
先行研究におけるAI技術
の成果の活用によって、研
究期間の短縮や研究経費
を縮減

早期装備化
ＡＩ技術を活用して将来の
無人機コンセプトを早期に
導出
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主な関連（既着手）事業

【戦闘支援ＡＩの構想研
究】

約５億円
(H30年～R5年度)

【遠隔操作型支援機技術の
研究】

約２５億円
(R元年～R6年度)


